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史

事ヰ

館
増

築

計

画

と

ぷ〉、
マ

後

旧
本
庄
深
江
の
村
誌
編
集
を
計
画
し
た
財
産
区
の
呼
び

か
け
に
対
し
て
、
深
江
町
住
民
は
じ
め
多
く
の
市
民
か
ら
数

多
く
の
生
活
文
化
財
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
と
。
そ
れ
ら
が
街
か

と
の
歴
史
や
祖
先
の
生
活
の
歩
み
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
貴
重

♀
歴
史
資
料
で
あ
る
こ
と
を
浬
解
し
た
財
産
区
で
は
、
昭
和

五
十
六
司
に
こ
れ
ら
の
資
料
の
保
存
展
示
施
設
と
し
て
、

公
民
館
で
あ
る
深
江
会
総
の
止
に
別
館
と
し
て
「
生
活
文
化

史
料
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

観
光
地
で
も
な
い
深
江
で
手
持
ち
の
資
料
で
-
」
の
よ
う
主

施
設
を
作
っ
た
も
の
の
、
関
係
者

一
同
は
そ
の
将
来
性
に
不

安
を
抱
い
て
山
発
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

来
館
者
が
就
く
か

の

運

営県
立
御
酔
古
川
校
教
組

主
活
主
化
史
料
室
長

辺

政

人

国

ど
う
か
、
ま
た
股
示
に
耐
え
る
質
員
の
資
料
が
収
集
で
き
9

カ
ど
う
か
l
l
l
。

と
こ
ろ
が
、
開
館
し
て
み
る
と
、
史
料
室
は
干
想
以
上
に

厨
評
で
し
た
。
地
方
の
時
代
が
叫
ば
れ
、
歴
史
教
育
の
分
野

で
も
地
峨
社
会
的
陛
史
と
文
化
の
干
習
の
必
型
柑
が
路
認
さ

れ
つ
つ
あ
る
昨
今
、
わ
が
術
的
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
の田町
史
を

知
今
う
と
い
う
市
民
の
反
特
は
大
き
く
、
一
}
の
二
年
間
で
二

千
五
百
名
、
ほ
ぽ
円
平
均
百
名
の
見
学
舟
が
、
土

e
H
附
の

公
開
日
に
展
示
室
を
訪
ね
ら
れ
ま
し
と
。
当
初
千
点
で
あ

っ

と
資
料

L
.
そ
の
後
の
ご
寄
贈
が
続
き
二
千
占
と
倍
増
。
側

面
か
ら
史
料
室
を
支
え
よ
う
と
い
う
友
の
会
も
、
現
在
で
は

い
お
か
丈

w
f
g亡、口"が
:
ミ
ピ
二

3Hi--勺
L
F
f
z
gお
宗
根

S
w
z
s
w判事
3
2六

刷

た

た

ヘ

き

』

と

一

泊

目

望
号
車する

凹

辺

只

人

吉

ん

u
一
叫

聞

-

q

・
1
1
1
1
1
1
1
l
o
l
l
i
-
-
i
l
l
1
1
1
1
1
1
I
l
l
-
-
1
1
1
1
1
1
1
l
l
v

園
高
詰
面
E
B回
自

に

ま

め

ち
「
君
事
管
t

m

帽

川

純

a
m
M
P
者

E
2リシ

A
q
引

里

村

iu主
号
唱
し

田
園

a
S
事

ん

で

い

た

四

十

五

品

主

，

zthLC54pug

--
u

作
々
帥
岡
市
閣
制
ほ

υの
子

同

十

に

は

酬

明
J
苛
め
岳
部
門
圭
砂

a

・2
か
hM

掛
土
史
に
つ
い
戸
、の白山地官

ド
h
U

神
戸
見
草
月
神
μ"
に江
d

，“

‘一
1

・
1
u

E
宿文
化高
官
・
仲
間
主
・

尚

良

ド

h
T
学

2
5
m合同
詳
け
た
旭

川

幽

」

河口
z
c

-

c

a
E
Z
富士、
品工

園

¥匂

ri
--v
i
h一納品
上
申
書

t“世
抗

圏

一臨ん
A
R

序
白

一

近

著
「
飢
握
」
富
害
古
約

四一揖

=
R

c
f
J
}J
代
、

B

U

わ
が
会
ち
の
問
拘

meも
い
さ
A
M
R
U

ー

:

:

・

2

く

く

J
、

広
告
側

Z
H爺
号

、

計

十一品

持

た
d
T
v
w
虫
、
自
民
“

コオ

『
E
Z
Eめ
耳
は
主

配

勧

告

.
剛
山
口
い
-E
官
主

l
の
主
ま
せ
高
時

2
出

圃

園

れ

ば
ね
か
る
主
魁

3ι
、
L
た

か

る

に

あ

る
脚
"
倒
的
γ
、
先
凋
む
と
ゆ
rA
m

つ

パ

・34L-1

S
E凶
器
立
V
A
Z
U

J

器
開
に
な
3
τ
i
ω
可
u
h
q
の

口

、

〈

的

生

之

m
A
X
史への幽
仰い

出

日

μ
車
之
憶
か
め
や
華
全
員

担

主

主

主

、

6
5
E
Eg
e
a
b
E

a
z
t
k清
宮
あ
ち
出

i
d
5
'ネ
E
U
:
z・5
2
3
4
a
H
U
E
s
-示
会
ゐ
S
S
Aw-ρ芝
公
司

h

二
百
三
一
十
名
の
大
所
帯
で
活
発
に
見
学
会
や
講
街
会
を
聞
い

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

見
平
者
や
住
民
の
中
か
勺
践
す
ぎ
る
と
い
う
声
が
徐
々
に

高
ま
り
、川
叫
在
の
施
設
で
は
展
示
不
能
寺
大
き
な
資
料
が
同

協
な
ど
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
と
う
と
う
財
産
区
で
は
、
神
戸
市

当
局
や
深
江
住
民
の
協
力
で
、
史
料
室
の
大
拡
張
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
財
源
や
放
地
に
閲
す
る
条
内
が
許
す
か
F
り

で
、
深
江
が
後
世
に
遣
す
に
足
る
文
化
純
設
に
し
よ
う
と
い

う
お
織
の

L
と
に
、
鉄
筋
三
階
建
で
床
而
縦
は
現
在
の
六
倍

強
に
。
一

階
に
は
「
也
の
生
活
宝
」
で
百
司
前
の
深
U
の
展

示
を
行
い
、
町
内
九
室
と
資
料
収
政
仰
を
也
き
ま
す
。
二
階
は

「
通
史
展
示
室
」
と
「
民
具
展
示
室

τ}れ
が
今
の
展
示
室
)」に

加
え
て
、
開
設
以
来
ご
後
提
し
て
下
さ

っ
た
神
戸
商
船
大
学

と
の
提
携
で
「
神
戸
市
船
大
学
海
事
資
料
展
示
室
」
を
設
誼

し
ま
す
。
そ
し
て
三
階
に
は
、
開
設
の
き
っ
か
け
と
主

っ
た

大
鼠
の
民
以
の

一
括
寄
附
を
し
て
下
さ
っ
と
深
山
随
一-
京
か

ら
の
資
料
を
中
心
に
「
医
引
史
料
出
示
室
」
を
設
け
、

「
A

花
笠
昨
判
別
企
幽
展
示
室
」
を
作
り
ま
す
。
こ
の
部
川
崎
は
、

医
史
教
室
や
講
演
会
の
ほ
か
、リ住
や
写
兵
を
と
し
な
ん
て
ハ

る
地
峡
住
民
の
方
々
に
、
ミ
ニ
個
展
の
ぬ
と
し
て
提
供
し
た

い
と
肯
え
て
い
ま
す
。

完
成
す
れ
ば
、
市
民
か
一勺
鋭
し
ま
れ
る
街
か
ど
の
川町
史
博

物
館
で
あ
匂
と
と
も
に
、
全
国
的
に

L
一両
〈
評
価
さ
れ
て
い

る
商
船
大
下
の
資
料
や
幕
末
の
国
崎
史
料
な
と
希
有
の
医
事

史
料
が
、
当
施
設
の
価
値
を
一

層
お
め
で
:
れ
る
で
し
ょ
う
e

ミ
ニ
制
度
が
ま
す
ま
す
、
地
域
文
化
の

t
J
タ
ー
と
し
て
、

本
館
の
有
在
意
殺
を
高
め
て
く
れ
る
で
し
ょ
フ
。

第
三
司
皮
は
、
こ
の
よ
う
な
し人
発
展
の
年
で
す
。

よ
ご
支
援
、
ご
協
力
ーを
お
願
い
致
し
ま

1
。

いー
よ
い



問
書
き
調
査
に
当
っ

て
望

治

J守

史
料
室
制
査
員
そ
し
で
深
江
町
史
誌
編
さ
ん
に
附
す
る
聞

き
出
き
削
査
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
刊
誌
円
治
で
す
。

ぼ
く
が
深
江
の
史
料
室
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
去
年

の

九
月
半
ば
で
し
た
。
大
学
で
博
物
館
の
レ
ポ
ー
を
合
く
こ

と
に
な
り
、
「
地
域
の
人
た
ち

の

手

で

つ

く

ら

れ

た

」

と

い

7
説
明
文
句
に
ひ
か
れ
、
深
江
の
史
料
室
を
訪
ね
た
の
で

し
た
。
ぞ
し
て
、
受
付
の
古
制

的
親
切
な
説
明
を
聞
き
辛
が

ら
、
帥
E
M
と
誕
べ
ら
れ
た
史
料
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
で
こ
で
、
田
辺
先
生
に
お
会
い
し
た
の
で
し
た
~
。
刑
制
限

高
校
の
地
服
部
の
と
き
に
、
顧
問
の
位
原
先
生
の
話
宇
ど
か

ら
名
前
は
よ
く
耳
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
気
む
つ
か
し
い
先

生
を
恕
像
し
て
い
た
-
り
、
と
て
も
気
さ
く
な
先
生
で
し
た
。

や
が
て
、
民
俗
制
資
を
し
て
み
寺
い
か
と
言
わ
れ
た
時
は
、

意
欲
と
不
安
が
半
々
で
し
た
。
初
め
の
フ
ち
は
、
訪
ね
た
不

が
留
守
だ
と
ほ

っ
と
す
る
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち

に
慣
れ
て
き
て
、
い
ろ
ん
な
お
話
を
聞
き
ど
せ
る
よ
う
に
寺

り
ま
し
た
。
自
分
で
は
、
無
我
夢
中
で

や

り

ま

し

た

が

昔

の
生
活
に
附
す
る
知
識
の
不
足
を
術
感
し
ま
し
た
。

川
年
秋
か
ら
の
こ
の
民
俗
制
査
の
体
験
を
、
今
後
の
深
江

の
聞
き品川
U

き
調
査
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
7
は
各
閉
山

の
民
俗
調
査
の
報
告
お
を
読
ん
で
、
こ
れ
か
ら
の
調
査
の
ヒ

ノ
l
に
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

若
山
却
で
す
が
、
深
江
の
史
料
編
集
に
微
力
を
尽
く
し
ま
す

の
で
、
聞
き
密
主
に
参
り
ま
し
た
時
に
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

(

史

料
室
制
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貝

花
園
大
字
史
学
科

生
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史
料
室
か
ら

品ミ

~ 

H~ 

守ー

史
料
'
主
も
今
年
二
月
で
満
二
才
、
駄
に
は
明
築
工
事
も

完

成
す
る
予
主
で
す
。

こ
こ
ま
で
順
別
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま

し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
深
江
住
民
や
見

字
に
来
ら
れ
た
皆
雌

の
お
か
げ

と
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

展
示
室
内
の
「
見
学
者
の
お
と
」
は
、
多
く
の
小
学
生
の

桜
町
U

ふ
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
昔
の
品
物

に
つ
い
て
計
出
に
興
味

が
あ
る
よ
う
で
す
。
展
示
中
の
古
銭

・
ま

ま

ご

と

道

具

蓄

音
機

扇
風
機
な
ど
の
こ
と
が
、
よ
く
舎
か
れ
て
い
ま
す
。

大
人
の
方
止
ち
は
、
慨
し
く
思
わ
れ
た
り
、
よ
く
保
得
さ

れ
て
い
た
な
あ
と
感
心
さ
れ
と
り
で
、
ム
γ
ほ
も
こ
の
よ
う
な

活
動
を
続
け
て
下
さ
い
と
い
う
ご
む
児
を
よ
く
恐
か
れ
て
い

ま
す
。
当
初
か
ら
借
地
し
た
資
料
で
す
が
、
改
め
て
、
ご
寄

附
下
さ
っ
た
~
方
々
の
こ
芳
名
を
記

L
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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史
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史
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献
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西
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史
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岡
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梶
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防
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司
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防
史
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蝿
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時

資
料
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鉢
/
志
芥
礼
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輩
出
/
寺
田
徳
雌

古
写
真
/
岡
田
直
広

古
写
其
/
芦
原
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夫

大
漁
旗
符
出
品
/
轟
活
炎

農
品
等
/中
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葡
泊

捕
、
カ
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/大
川
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夫

つ
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ベ
、
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手
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{
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宮
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博
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/
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望
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銭
/
買
賀
峰
子

古
銭
/吉
川
徹
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枠
制
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/
永
田
健

古
士
軒
、
酒
造
史
料
等
/納
幸
和
夫

記

産

主

車

/

上
回
世
重
郎
生
活
肌
具
/深
江
大
白
神
社
大
鳥
居
再
瞳
奉
賀
会

写

兵

/
拓
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隆
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伸
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つ
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協

力
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体

阿
と
か
二
年
が
終
り
ま
し
た
が
円
一
神
戸
市
位
町
会
以
会
車
品
川
区
役
川

百
名
町
見
学
#
て
の

一
川
で
の
主
的
一
芦
屋
市
牡
宵
各

日

会

神

戸
山人
学
会

会
々

H
m
?
と
帯
附
し
て
く
ど
き
一
甲
折
戸
商
船
主
武
宮
宝
石

る
資
料
と
、
問
問
に
記
践
が
更
新
さ
れ
一
神
戸
市
立
森
林
舶
物
園
大
丸
百
世
間

る
感
じ
で
聞
係
者

一
同
は
大
法
聞
で
一
明
石
市
立
天
文
科
ペ
サ
蛇
サ

ン
テ
レ
ピ

中
一
川
戸
脱
却
師
時
史
博
物
館
神
揃
社
内
相

す
/史
料
諜
ー
た
よ
り
高
五
月
に
は
神
一

・
一民
家
博
物
船
山
田
付

神
戸
共
同
印
刷

戸
田
府
公
的
問
凶

ー
部
合
銀
問
先
生
カ
一一

川
ト
訴
1
呪
μハ制
御
臨
甲山
位
地
M
M山

ら
古
代
の
土
地
制
度
に
叫
す
主
】拍
均
一

十

一一
時
臼
町
少
年
協
師
会

を
聞
き
ま
し
た
/別
冊
に
左
の
会
二
句一

一保
江
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ヒ
ン
タ
1

日
の
特
集
口
付
を
作
り
ま
し
た
が
同
会
ィ

も
す
で
に
二
百
名
を
組
え
ど
大
所
帯
、

川
年
同
宣
の
舵
ア
ア
や
軌
町
山
内
ト

ト
ヤ
近
ハ
イ
キ
ソ

J

グ
U
J
の
惜
し
を
と

い
よ
い
よ
ユ
ニ
ー
ク
念
行
棋
を
企
削
中

で
.
幹
前中
さ
ん
と
も
は
大
は
り
き
り
で

す
/
自
陣
問
に
と
号
h
し
た
『
帥
戸
服

歴
史
ノ
ー
ト
』
も
サ
ン
チ
カ
の
イ

〆フ

ォメ
1
ン
ョ
ン
こ
っ
べ
を
中
じ
に
剛
山

に
先
れ
で
い
ま
す
の
で
、
お
知
り
あ
い

の
古
に
お
間
め
ー
さ
い
/
伊
東
時
了

間
川
出
両
氏
ら
を
中
b
に
ふ
る
さ
と
の

聞
muき
制
査
を
始
め
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
/叫
討
し
ま
し
た
計
画
も

一
帯
で

す
ノ
咽
拒
完
成
植
は
、

三
階
的
ギ
ャ
ラ

リ

i
で
ミ
ニ
間
服
な
ど
聞
け
ま
す
均
一
勺

写
点
松
明
な
と
で
め
担
者
の
カ
は

お
巾
し
出
く
ど
さ
い
。
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